
「小さく強く」小規模農業 25年 

農民作家 山下惣一の挑戦      1９日（日） 

2015年７月 15日        毎日新聞東京本社 編集局・販促宣伝部 

 直木賞候補になった小説「減反神社」で知られる佐賀県の「農民作家」山下惣一さん

（79）。少量多品種生産の小規模農業に取り組んで 25年になります。きっかけは 1988

年のオレンジ自由化でした。国はかつて「もうかる農産品」の一つとして、ミカンの栽

培を推奨しました。それに乗った山下さんは１・２㌶の畑で 800本のミカンを育ててい

ましたが、「自由化でハシゴを外された。国の言うことが信用できなくなり、自分で生

きていこうと決めた」と言います。米の減反も含めて猫の目のように変わる農政に翻弄された末、たどり着

いた「生き残るための農業」とは。ＴＰＰで日本の農業が岐路に立つ中、大規模農業とは逆を行く山下さん

の生き方「農魂」に迫ります。 

 

担当は佐賀支局の岩崎邦宏記者です 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 ２カ月に１度、連載中の対談コーナー。落語家の桂米團治さんと楽しいトークを繰り広げ

たのは、スポーツジャーナリストの増田明美さん＝写真＝です。いつもはホスト役の米團治

さんがゲストの話を引き出しながら対談が進むのですが、今回は話し上手で聞き上手の増田

さんのペース。米團治さんの若き日の失恋からフルマラソンへの挑戦宣言まで、増田さんの

「好伴走」で予定時間を一気に駆け抜けました。ひと味違う「粋な噺で行きましょう」をぜ

ひ、お楽しみください！ 

  

 

  

暑くて食欲のない日は、少し辛みの利いた料理を食べて栄養をつけたいところです。「スパイスは

漢方と同じ。インドのお母さんは、その都度スパイスを調合して、家族の健康管理をします」。こう

語る料理研究家の香取薫さんに、夏野菜がたくさん食べられて、日本人の味覚に合ったヘルシーな

スパイス料理を教えていただきました。スパイスの作用も紹介しています。 

 

 

 

 インターネットやソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）の普及によって、情報やモノを分

かち合う「シェア」の文化が広がりつつあります。自宅の空き部屋、車、洋服など、使わないモノを共有し

て経済的負担を減らすだけでなく、余った労働力や能力も活用するさまざまなサービスが登場。「シェアリ

ングエコノミー（共有型経済）」として注目されています。 

 

 

 

 夏休みで身も心も開放的になる季節。スマートフォン（スマホ）の普及で、子供たちがスマホを

めぐるトラブルに巻き込まれるケースも出ています。はめを外して生活がルーズになってスマホに

依存したり、出会い系サイトを利用したり……。一方で、夏休みの宿題にＩＴを活用する学校も出

てきています。トラブルを未然に防ぎ、新たな活用法を身につけるための方法を紹介します。 

  夏休み、子供のスマホトラブル対策  くらしナビ面 24日（金） 

「米團治の粋な噺で行きましょう」                            20日（月） 

夏こそスパイス料理  くらしナビ面 21日（火） 

   シェアリングエコノミー  くらしナビ面 22日（水）から 



 

 

 

 

 

  

 

  

「恋人がいなくてもいい」「結婚はコストパフォーマンス（費用対効果）が悪い」－－。恋

愛や結婚が最近、まるで良くないことのように語られ始めています。内閣府の調査では、未

婚で恋人のいない 20～30代男女の４割近くが「恋人は欲しくない」と答えました。人生の

一大事のはずなのに、なぜそんな状況になっているのでしょうか。「男性学」を研究する社会

学者の田中俊之さん、社会学者で詩人の水無田気流さん、ＡＶ女優や新聞記者を経て文筆家

として活躍する鈴木涼美さんに語り合ってもらいました。 

 

 

 

 批評家の若松英輔さんが各界の識者と行う対談「理想のかたち」のゲストは、国立民族学博物館准教授の

広瀬浩二郎さんです。全盲の広瀬さんは、視覚障害者の芸能史や点字など「触文化」の研究から、従来の障

害者と健常者の関係とは違う可能性を探っています。障害の克服を超えた触文化の豊かさを通し、現代が見 

失いがちな理想のありかを語り合います。 

 

 

 

 

 

 

 

 国立大学が揺れています。文部科学省が人文社会学系や教員養成系学部の廃止や改組などを求めています。

少子化のなか、限られた財源を効果的に配分する――というのが大義のようです。３度目となる「成長戦略」

の骨太の方針に「生産性の向上」を掲げた安倍政権ですが、「知」の価値もまた、「効率」を尺度に評価され

る時代なのでしょうか。 

 

「知りたい」が分かる。 

オピニオン面にご注目ください。 

 

 

 

 

 

 

 第 86回都市対抗野球大会（毎日新聞社、日本野球連盟主催）が 18～29日、東京ドーム（東

京都文京区）で開催されます。出場は予選を勝ち抜いた 31チームと昨年優勝の大垣市・西濃運

輸の 32チーム。初出場は福岡市・西部ガス、最多出場は大阪市・日本生命の 57回目です。１

回戦から好カードが目白押し。連覇を目指す大垣市は 18日午後２時、福山市・倉敷市・ＪＦＥ

西日本と対戦。昨年準優勝の太田市・富士重工業は 19日午前 10時、さいたま市・日本通運と、昨年４強の

横浜市・ＪＸ－ＥＮＥＯＳは 19日午後６時、石巻市・日本製紙石巻と対戦します。５試合を勝ち抜き黒獅

子旗をつかむのはどのチームか。真夏の球宴は毎日新聞でお楽しみください。 

 

 

 

 

 

結婚すると損？ 恋人なんて必要ない？ 

識者座談会「なぜ広がる、若者の恋愛・結婚離れ」 

夕刊２面特集ワイド 24日（金） 

「触文化」の豊かさ        朝刊文化面 25日（土） 

第 86回都市対抗野球大会熱戦始まる 

            18日（土）～29日（水）の 12日間 

文系学部は無用なの？ 

国立大学改革の行方 

オピニオン面 [論点] 24日（金） 



 

毎日小学生新聞が登場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日小学生新聞夏の人気コンテンツが 20日から始まります。ニュースな話題を使った自由研究の提案で

す。１回目（20日）は「宇宙工作」。入浴剤を使ったロケット、はやぶさの紙模型作りを紹介します。２回

目（21日）は「ゆるキャラづくり」。大ヒットしたくまモンを生み出した熊本県のブランド戦略を参考に、

自分でゆるキャラ作りに挑戦します。３回目（22日）は子どもたちが大好きな「恐竜」。恐竜模型の第一人

者のアドバイスで模型作り。４回目（24日）は毎小編集長による「新聞スクラップ」講座があります。 

 夏休みの自由研究はこれで決まりです！ 

 昨年大好評だった夏休みスタンプラリーも始まりました！ 毎日紙面に登場する日本史人物なるほドリ

を切り取って、はります。夏の終わりには日本史通に。「早寝、早起き、毎小」。夏休みの生活習慣づけに毎

小はおすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2015年 ニュースな自由研究」スタート！ 20日～31日 


